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学校名

北小学校

南小学校

中学校

施設の概要

特別教室棟
体育館

普通教室棟

特別教室棟
体育館

北校舎棟

南校舎棟（西側）

南校舎棟（東側）
自転車置場

RC・3階
S・2階

RC・3階
RC・3階
RC・3階
RC・3階
RC・2階
RC・3階
RC・3階

RC・3階
RC・3階

RC・3階
S・1階

棟 構造・階数建築年月 保有面積

S50.12
S42.03
S46.03
S46.06
S46.06
S48.02
S48.08
S37.02
S40.11

S52.02
S44.12

S52.02
S45.04

1,763
961

1,132
885
469

1,612
1,083
1,148
1,746

433
1,157

762
364

耐震診断結果

未実施

診断
年度

H17
H13

H9

H9
H9

H9

H9

H9

診断時
Is値

0.73
0.48

0.35

0.45
0.20

0.38

0.18

0.59

診断年度
q値

（CT×SD値）

0.89
1.10

0.94

1.07
0.38

0.72

0.58

0.77

耐震化の状況

―

補強
年度

H18
H14

H10

H10
H10

H11

H11

H11

補強後
Is値

0.93
1.03

0.97

0.74
1.14

0.74

0.74

1.30

補強後
q値

（CT×SD値）

1.11
（1.05）

1.06

1.09
（1.16）

1.02

1.01

1.41

3
月

２２
日(

日)

用語の説明

　

幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
施
設
は
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
・
生
活
の
場
で

あ
り
、
ま
た
、
小
中
学
校
に
お
い
て

は
災
害
時
に
地
域
住
民
の
避
難
場
所

に
な
る
な
ど
、
大
切
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。　

　

川
越
町
で
は
、
建
築
基
準
法
の
改

正
（
昭
和
56
年
６
月
）
前
の
基
準
で

建
築
さ
れ
た
校
舎
・
体
育
館
に
つ
い

て
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
耐
震
診

断
を
実
施
し
、
必
要
な
補
強
工
事

を
平
成
18
年
度
ま
で
に
完
了
し
ま

し
た
。

　

た
だ
し
、
中
学
校
プ
ー
ル
西
側

の
自
転
車
置
場
に
つ
い
て
は
、
耐

震
診
断
や
耐
震
補
強
が
未
実
施
で

あ
り
、
現
在
は
建
替
や
改
修
等
の

必
要
な
工
事
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
６
月
「
地

震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
」
が

改
正
さ
れ
、
幼
稚
園
・
小
中
学

校
の
校
舎
等
に
つ
い
て
、
耐
震

診
断
を
実
施
し
た
建
物
ご
と
に
、

そ
の
結
果
の
公
表
が
義
務
付
け

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
民
の

皆
様
へ
そ
の
結
果
と
耐
震
化
の

状
況
を
公
表
し
ま
す
。

●耐震診断
　建築基準法の耐震基準が昭和56年6月から現在の基準に
　なっており、それ以降に建築された建物には、診断や
　補強の必要はありません。しかし、それ以前に建築さ
　れた建物は、国が定めた診断基準で現況調査、構造計
　算及び専門家の工学的判断により安全性を診断するも
　のです。
●Is値
　建物の耐震性を表す「構造耐震指標」のことで、建物
　の粘り強さに形状や経年の劣化等を考慮して算出され、
　表中では、その最小値を表記しています。値が大きい
　ほど耐震性が高いことを表しており、0.6以上で耐震性
　を満たすとされていますが、文部科学省では、学校の
　重要性を考慮し、Is値を0.7以上に補強するよう求めて
　います。Is値0.3未満は大規模な地震（一般的に震度６

　強程度）により倒壊の危険性が高い建物とされています。
●ｑ値
　ｑ値とは、建物の「保有水平耐力に係る指標」のことで、
　建物がどの程度の水平方向の力に耐えられるかを示し
　ており、表中ではその最小値を表記しています。値が
　大きいほど耐震性が高いことを表しており、1.0以上で
　あれば建物の倒壊や崩壊の危険性が低く、1.0未満では
　危険性があるとされています。
●CＴ×SD値
　CＴ×SD値とは、建物にある程度の強度を確保する目
　的での建物の形状（SD）や累積強度（CT）の指標に関
　する判定基準であり、表中では、その最小値を表記し
　ています。なお、Is値が高くてもこの値が低い場合は安
　全としない目安であり、CＴ×SD値が0.3以下ではIs値
　を満たしていても安全とせず、逆に1.25以上であればIs
　値が低くても安全とします。

川  
越  

町  

長  

選  

挙

川
越
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
は

3
月

２２
日(

日)

　

任
期
満
了
に
伴
う
川
越
町
長
選
挙
の

投
票
日
は
、
３
月
22
日
（日）
で
、
川
越
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙
も
同
時
に
行
わ
れ
、

即
日
開
票
し
ま
す
。
選
挙
の
告
示
日
は

３
月
17
日
（火）
で
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て

身
近
な
町
政
を
担
う
代
表
を
選
ぶ
大
切

な
選
挙
で
す
。
あ
な
た
の
貴
重
な
１
票

を
大
切
に
し
、
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
投
票
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人
は
、

平
成
元
年
３
月
23
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
で
、
川
越
町
に
住
所
を
移
転
し
た
日

（
転
入
届
出
日
）
が
平
成
20
年
12
月
16

日
以
前
で
、
引
き
続
き
町
内
に
住
所
を

有
し
て
お
り
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
投
票
日
ま
で
に
川
越
町
外
へ
転
出
し

た
場
合
は
、
た
と
え
入
場
券
が
届
い
て

い
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
は
、
あ
な
た
の
入
場
券
に
記
載

さ
れ
た
投
票
所
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
日
ま
で
大
切
に
保
管
し
、
投
票
所

へ
行
く
と
き
は
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
届
か
な
か
っ
た
り
、
無
く
し

た
り
し
た
と
き
は
、
投
票
所
の
受
付
係

に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

　

投
票
日
当
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
職
務
、
業
務
な
ど
に
従
事
す
る
人

②
用
務
ま
た
は
事
故
の
た
め
、
投
票
区

の
区
域
外
に
旅
行
ま
た
は
滞
在
す
る
人

③
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
な
ど
で
歩
行
が

困
難
で
あ
る
人

　

川
越
町
長
選
挙
及
び
川
越
町
議
会
議

員
補
欠
選
挙
の
期
日
前
投
票
の
期
間
、

時
間
及
び
場
所
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

①
期　

間　

３
月
18
日
（水）
〜

　
　
　
　
　

３
月
21
日
（土）

②
時　

間　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
８
時

③
場　

所　

川
越
町
役
場
２
階　

　
　
　
　
　

期
日
前
投
票
所
（
２
０
３

　
　
　
　
　

会
議
室
）

　

な
お
、
入
場
券
が
お
手
元
に
届
い
て

い
る
と
き
は
、
入
場
券
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

①
日　

時　

３
月
22
日
（日）　

　
　
　
　
　

午
後
９
時
か
ら

②
場　

所　

川
越
町
役
場
内　

　
　
　
　
　

３
階　

災
害
備
蓄
倉
庫

※
参
観
さ
れ
る
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

川
越
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
　
　

℡
３
６
６
・
７
１
１
３

投
票
で
き
る
人
は

入
場
券
が
な
い
場
合
は

投
票
は
入
場
券
に
記
載

さ
れ
た
投
票
所
で

投
票
日
に
投
票
所
へ

行
け
な
い
方
は

期
日
前
投
票
の
期
間

及
び
時
間
は

開
票
の
日
時
と
場
所
は

幼
稚
園
・
小
中
学
校
施
設
の

耐
震
診
断
結
果
及
び
耐
震
化
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

○耐震診断結果及び耐震化状況の詳細について

○耐震化状況の概要について

※耐震性のある建物（昭和57年以降に建築の建物）は表記しておりません。
※構造・階数の欄のRCは鉄筋コンクリート造、Ｓは鉄骨造を表しています。

※対象の建物は、非木造の校舎等で２階以上又は延べ床面積が200㎡以上のものです。
※校舎等の増築を行った場合、増築した部分を別棟として計上しています。

学校種別 幼稚園
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４

13
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17
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２

９

２

６

５

７

７

７

1

1

0

0

100％ 100％ 85.7％ 94.1％

小学校 中学校 計

園・学校数

全棟数　　　　　（Ａ＝Ｂ＋Ｃ）　　　　

昭和57年以降に建築された建物の棟数（Ｂ）

昭和56年以前に建築された建物の棟数（Ｃ）

　　　　耐震補強済建物の棟数　　  （Ｄ）

耐震化率　　　　（Ｅ＝（Ｂ＋D）／Ａ）


